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イントロダクション 
 

 

Sibelius 2023.6の新機能と改善点 

Sibelius 2023.6 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• コード・オートコンプリート 

 

Sibelius 2023.5の新機能と改善点 

Sibelius 2023.5 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• 和音内の一部の音符をフルスコアとダイナミックパートで非表示 

• キーボード・ショートカットの改善 

• キーボード・ショートカットのリストをエクスポート 

• キーボード・ショートカットの検索 

 

 

Sibelius 2023.2の新機能と改善点 

Sibelius 2023.2 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• サブスコアでの独立したレイアウト・マークと音符間隔 

• 連符のための楽器変更オブジェクトの取り扱いの改善点 

• ダイナミックギター譜での独立したオブジェクトの移動 

• ManuScript言語の改善 

 
 

システム要件と互換性情報 

Avid® が互換性を保証し、サポートを提供できるのは、Avid®︎がテストして承認したハードウェアおよびソフト ウェ

アのみです。 

 

システム要件、および適合するコンピューター、オペレーティング・システム、ハードドライブ、サード・パーティ

ー製デバイスのリストについては、こちらをご覧ください： 
www.avid.com/compatibility 

 

バージョンの互換性について 

Mac 

Sibelius 2019.9 は、macOS10.10(Yosemite) および macOSX10.11 (El Capitan) を、Sibelius 2022.12は、macOS10.12(Sierra)をサ

ポートする最後のバージョンでした。 現行バージョンの Sibelius との互換性を維持するためには、macOS10.13 (High Sierra) 

以降にアップグレードすることをお勧めします。 

Windows 

Sibeliusの現在のバージョンとの互換性を維持するために、Windows 10以降にアップグレードすることをお勧めします。 

Windows 10への移行の詳細については、www.microsoft.comをご覧ください。 

 

旧バージョンのSibeliusをお使いの方で、macOS Catalina または Windows 10にアップグレードする場合は、Sibeliusもアッ

プグレードして最新バージョンにすることをお勧めします。 

  

http://www.avid.com/compatibility
https://www.microsoft.com/en-gb/windows/windows-7-end-of-life-support-information
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Sibeliusのドキュメントで使用されている用語の説明 

Sibeliusのドキュメントでは、メニューの選択肢、キーボード・コマンド、マウス・コマンドを以下のように表してい

ます： 
: 

 

操作用例 操作内容 

ファイル > 保存 ファイルメニューから保存を選択 

Control + N Controlキーを押しながらNキーを押す 

Control – クリック Controlキーを押しながらマウスでクリック 

右クリック マウスの右ボタン（右側）をクリック 
 

 

 

画面上に表示されるCommands、Options、Settingsの名称は異なるフォントで表示されます。 

重要な情報を強調するために、以下の記号を使用しています： 

   ユーザーヒント :  Sibeliusを最大限に活用するための役立つヒントです。 

  重要なお知らせ :  Sibeliusのデータまたはパフォーマンスに影響を与える可能性のある情報が含まれています。 

  ショートカット : キーボードまたはマウスを使った便利なショートカットです。 

クロスリファレンス : このガイドおよび他のAvidドキュメントの関連セクションを指します。 

 

 

 

この PDFガイドの使用方法 

この PDF には、次の便利な機能が含まれます： 

・ 左側のブックマークは、連続して表示される目次として機能します。各項目の見出しをクリックすると、そのペ

ージに移動します。 

・ + 記号をクリックしてその見出しを展開し、小見出しを表示します。小見出しを折りたたむには、– 記号をクリッ

クします。 

・ 目次には、項目ごとにページへの有効なリンクが含まれています。カーソルを項目名の上に動かし、指のマーク

に変わったらクリックして、その項目のページに移動します。 

・ 青色で表記されているクロスリファレンスは、すべて有効なリンクです。クリックして参照してください。 

・ [編集]メニュー > [検索]を選択、もしくは右上の検索ボックスから、オブジェクトを検索できます。 

・ iPad でこの PDF を表示するときは、ドキュメント内の有効なリンクを利用するために、[ブック]アプリでファイ

ルを開くことをお勧めします。Safari で PDF を表示している場合は、画面上部の右から三つ目の(四角から 上向き

の矢印が出ている)アイコンをタップし、並んでいるアプリの中から[ブック]アプリを見つけ、タップして[ブッ

ク]アプリで PDF を開きます。 
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リソース 

Avid のウェブサイト(www.avid.com)は、Sibelius を最大限に活用するための情報を提供する最高のオンライン・ソース

です。 

 

アカウントの作成 

Avid マスター・アカウントを作成します。www.avid.com/account 

 

製品登録 

購入した製品をオンラインで登録します。www.avid.com/register 

 

製品のダウンロード 

ソフトウェア、アップデート、ドキュメント、およびその他のリソースを以下からダウンロードします。 

my.avid.com/products 

 

サポートとダウンロード 

Avid カスタマー・サクセス(テクニカル・サポート)へのお問い合わせ、ソフトウェア・アップデートや最新のオン ラ

イン・マニュアルのダウンロード、システム要件を確認するための互換性ドキュメントの閲覧、オンライン・ナレッ

ジベースの検索、ユーザー・カンファレンスでの世界中の Avid ユーザー・コミュニティへの参加などができます。 

www.avid.com/support 

 

すばやくスタートアップ(英語版) 

Avid YouTube チャンネル内の「Sibeliusをすばやくスタートアップ(Get Started Fast with Sibelius)」をご覧ください。 

Get Started Fast with Sibelius 

 
トレーニングと教育 

オンラインで利用できるコースでの自習、Avid 認定トレーニング・センターの教室での学習方法、ビデオ・チュート

リアルやウェビナーの視聴などができます。 

www.avid.com/education 

 
製品と開発者 

Avid 製品についての情報、デモ・ソフトウェアのダウンロード、開発パートナーとそのプラグイン、アプリケーショ 

ン、およびハードウェアについての情報をご覧いただけます 。 

www.avid.com/products 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.avid.com/
https://www.avid.com/account
http://www.avid.com/register
https://my.avid.com/products
https://www.avid.com/support
https://www.youtube.com/playlist?list=PLhCR_8aS9jOPvy871jRUESB0EdgOCD8s1
http://www.avid.com/education
https://www.avid.com/products
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Sibelius 2023.6 の新機能と改善点 
 

 

 

コード・オートコンプリート 
（Sibelius Ultimate と Artist のみ） 
 

コード記号のオートコンプリートのオプションが導入されました。コードを入力すると、スコアのその位置で最適なコード

が表示されます。提案されたコードを選択するか、必要に応じてコード記号を手動で入力してから、次に進むことができま

す。  

Sibelius は、クラシック音楽の複数のデータセットを学習させたデータモデルを含む、内蔵 AI テクノロジーを使用していま

す。コード記号を入力すると、周囲の音楽情報が分析のために AI モデルに送られ、最も可能性の高いコードのオプション

が決定されます。モデルの信頼性が十分に高い場合は、最も可能性の高いコードのみが提案されます。複数のコードの可能

性が分析されている場合、複数のコード・オプションから選択でき、最も信頼値の高いものから提案されます。  

携帯電話でテキスト・メッセージを書いているときに表示される予測変換や、電子メールで書いている途中の文章
を自動的に最後まで仕上げたり、日常生活ですでに使用している AIによるオートコンプリート機能に似ていま
す。Sibeliusのコードの提案はこれらに似ており、スコアを「見て」、最適なコードを提案します。  

 

コード入力 

コードの入力方法は変更されていません。音符を選択し、Command + K(Mac)または Control + K(Windows)を押して(もしく

は、テキスト > コード記号)、コード記号を入力します。新機能は、Sibelius がスコアをすばやく分析し、適切なコード記号

を提案することです。 

 
コード・オートコンプリート 

AI モデルは、ベートーベン、ハイドン、バッハの音楽を含むパブリック・ドメインのスコアのいくつかのデータセッ
トからトレーニングされており、レーガー、リムスキー・コルサコフ、チャイコフスキーのスコアを含む小さなセッ
トも含まれます。  

コード・オートコンプリートを使用してコード記号を入力するには:  

1 音符またはコードを選択します。  
2 次のいずれかを行います： 

・ テキスト＞コード記号 セクションから コード記号 を選択します。  

・ Command + K(Mac)または Control+K(Windows)を押します。  

3 スコアにコード記号を初めて追加する際、コード・オートコンプリートを有効にするかどうかのメッセージが表示され

ます。 
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コード・オートコンプリートを有効にしますか？ 

 

4 ［はい］をクリックします（環境設定からいつでも変更可能）。 

5 信頼値が最も高いコードが提案されます。複数の可能性がある場合、AI モデルによる信頼値が高い順にコードが提案さ

れます（詳細は後述）。 

6 次のいずれかを行います： 

・ 複数のコードが提案された場合は、Command + K(Mac)または Control+K(Windows)を押し、提案されたコードを循

環して表示します。 

・ Esc キーで提案されたコードを追加し、コード記号入力モードを終了します。 

・ Tab キーで提案されたコードを追加し、次の小節へ移動します。 

・ スペースキーで提案されたコードを追加し、次の音符へ移動します。 

提案されたコード記号は、Tab キーを押すたびに、小節ごとに表示されます。これは、リードシートやピアノ/ボーカ
ルスコアでのコード記号の追加に特に便利です。  

 

複数のコード記号の提案  

複数の可能性がある場合、最も信頼値の高いものから提案され、そのいくつかのオプションから選択できます。Ctrl+K ま

たは Cmd+K を押して順番に表示し、スペースキーまたは Tab キーを押して次の音符または小節に移動します。  

 
1番目に信頼値の高いコードの提案（左）、2番目に信頼値の高いコードの提案（右） 
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オートコンプリート環境設定  

コード・オートコンプリートに関する 2つの新しい環境設定 (ファイル＞環境設定＞その他＞オートコンプリート) が追加

されました。  

コード記号の提案  

コード記号のオートコンプリートを有効にするには、このオプションを選択します。選択を解除すると、コード記号のオー

トコンプリートが無効になります。  

信頼値の表示 

このオプションを有効にすると、コード記号の提案の信頼値が表示されます。これは、デフォルトで無効になっています。  

カテゴリ（高、中、低） 信頼値を高、中、低の三段階で表示します。 

パーセンテージ 信頼値をパーセンテージで表示します。 

 

 
環境設定内のオートコンプリートのオプション 

 

 

     
信頼値の表示：高(左)、低(中央)、パーセンテージ(右) 
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Sibelius 2023.5 の新機能と改善点 
 

 

 
 

和音内の一部の音符を表示/非表示 

 

フルスコアとダイナミックパートにおいて、和音内で表示されている音符のアーティキュレーション、ダイナミクス、ライ

ンをすべて維持したまま、和音内の一部の音符を非表示（または表示）できるようになりました。 

 

和音内の一部の音符を非表示にするには： 

1 非表示にしたい音符を選択します 

2 以下のいずれかを行います： 

・ ホーム ＞ 編集 ＞ 表示/非表示 を選択します 

・ コマンド検索で「非表示」と入力し、［表示/非表示］を選択します 

・ インスペクターで可視性から［非表示］を選択します（デスクトップ版） 

・ Command+Shift+H(Mac)またはControl+Shift+H(Windows)を押します 

 

Sibelius 2023.5以降で保存したファイルは、2023.3.1以前で開く場合に、以前のバージョンとしてエクスポートする必

要があります。 

 

 

 

表示された音符間隔をリセット 

 

パート譜のパッセージを非表示にできるので、演奏者用に個別のパート譜を作成することができます。新しいコマンドの

［すべての音符の間隔をリセット］は、非表示のオブジェクトを考慮して音符の間隔をリセットします。既存コマンドの

［音符間隔をリセット］は、表示されている音符のみを考慮して間隔をリセットします。 

 

非表示のオブジェクトを考慮せずに、表示された音符間隔をリセットするには： 

1 間隔をリセットしたいパッセージを選択します 

2 コマンド検索で「すべての音符の間隔をリセット」と入力し、選択します 

 
 
 

非表示の音符に関する新しい環境設定と記譜ルール 

臨時記号 

非表示の音符の臨時記号を自動更新するかどうかを設定できます。外観 ＞ ハウススタイル ＞ 記譜ルール 内の［臨時記号

と付点］ ページで、［非表示の音符の臨時記号自動更新を許可］オプションを有効または無効にします。 

 
非表示の音符の臨時記号自動更新を許可のオプションが有効の状態 
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小節内の全ての音符と休符が非表示の場合にマルチレストを使用 

ダイナミックパートに空の小節またはマルチレスト（複数の小節の休符）を表示するかどうかを設定できます。外観 ＞ ハ

ウススタイル ＞ 記譜ルール 内の［小節休符］ページで［小節内の全ての音符と休符が非表示の場合にマルチレストを使

用］オプションを有効または無効にします。このオプションを有効にすると、非表示の音符や休符だけを含む一連の小節、

または全休符がある小節は、マルチレストを使用します。例えば、あるパートのソロパッセージが別のパートで非表示の場

合、一連の空小節の代わりにマルチレストを使用します。 

 

 
非表示の音符と休符のマルチレストに関するオプション 

 
 
 
 

符尾の方向と休符 

非表示の音符と休符が符幹の方向と休符に影響を与えるかどうかを設定できます。外観 ＞ ハウススタイル ＞ 記譜ルール 

内の［音符とトレモロ］ページで［非表示の音符と休符が符尾の方向と休符に影響しない］オプションを有効または無効に

します。 

 

 
音符とトレモロの記譜ルールのオプション 
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非表示の音符と休符を含めたスペースの変更 

編集または音符入力時に、どのようにスペースを変更するかを設定できます。メニューバーのファイル ＞ 環境設定 ＞ 音符

の入力 内の［編集］セクションで、［非表示の音符と休符を含めてスペースを変更する］オプションを有効または無効に

します。このオプションを有効にすると、スコア全体を考慮して、可能な限り最適なスペース変更を行います。これを使用

すると、例えば、別の声部の非表示の休符を利用して、強制的に任意の間隔にすることも可能です。 

 
 

 

 
音符の入力の編集設定 

 

 

 

新しい再生オプション 

非表示の音符を再生するかどうかを設定できます。再生 ＞ 解釈 ＞ パフォーマンス 内の［非表示オブジェクト］セクショ

ンで、［非表示の音符を再生］オプションを有効または無効にします。デフォルトでは無効になっていますが、スラッシュ

譜で書いたジャズのソロなど、非表示ながら再生時には聴きたい音符がある場合は、有効にしておきます。また、下記のよ

うに、独自の装飾音を他声部に非表示で作成した場合にも、このオプションが便利です。 

 

 
独自の装飾音を他声部に非表示で作成 

 

 
パフォーマンスのオプション：非表示の音符を再生が有効の状態 
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ManuScript言語の改善点 

(Sibelius Ultimate のみ) 

 

和音内の一部の音符を非表示に関する改善点があります。詳細は、ManuScript Language Guide.pdf(英語版)をご覧ください。 
 
 

 

キーボード・ショートカットの改善点 

 

キーボード・ショートカットのリストをエクスポート 

Sibeliusでは、全てのキーボード・ショートカットのリストをhtmlファイルとしてエクスポートし、簡単に参照できます。リ

スト内のキーボード・ショートカットをカテゴリー別にグループ化するかどうか、ショートカットまたは機能別にリストを

並べ替えるかどうかを選択することができます。 

 

 
Sibelius キーボード・ショートカット環境設定 

 

Sibeliusキーボード・ショートカットのリストをエクスポートするには： 

1 ファイル ＞ 環境設定 ＞ キーボード・ショートカット を選択します 

2 必要に応じて、［カテゴリーごとのグループ］にチェックを入れます 

3 ［ショートカット］または［機能］のどちらかの並び順を選択します 

4 ［ショートカットリストをエクスポート］をクリックすると、エクスポートされたhtmlファイルが自動的にデフォルト

のブラウザーで開かれます 

https://resources.avid.com/SupportFiles/Sibelius/2023.5/ManuScript_Language_Guide.pdf


 

Sibeliusの新機能と改善点 

 

 11 

 
ブラウザー上で開かれたSibeliusキーボード・ショートカットのリスト 

 

5 OKをクリックして環境設定ダイアログを閉じます 
 

 

 

キーボード・ショートカットを検索 

機能名からキーボード・ショートカットを検索できます。 

 

1 キーボード・ショートカットを検索するには: 

2 ファイル > 環境設定 > キーボード・ショートカット を選択します 

3 検索したい機能名を［機能を検索…］フィールドに入力します 

4 ［検索］をクリックします（またはEnter/Returnを押します） 
 

 

 

 

 

※新機能の用語は、予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 
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Sibelius 2023.2 の新機能と改善点 
 
 

サブスコアでの独立したレイアウト・マークと音符間隔 

 

独立したレイアウト・マーク 

 

以前のバージョンのSibeliusでは、レイアウト・マーク（大譜表の改行、改ページなど）を追加すると、それぞれのマーク

がフルスコアと各サブスコアに反映されました。このリリースでは、これらのレイアウト・マークが独立して適用されるた

め、例えばフルスコアまたはサブスコアのいずれかに改行を追加すると、表示しているスコアにのみ反映されるようになり

ました。これは、レイアウト・マークがダイナミックパート譜で機能する場合と同様です。 

 

 

フルスコアとサブスコア間でレイアウトをコピー 
 

2022.12のサブスコア機能で作成したスコアを開くと、Sibeliusがサブスコアのフォーマットをロックして、既存のレイアウ

トを保持するようになりました。サブスコアを開き、コマンド検索で「フォーマットのロック解除」と入力すると、簡単に

リセットできます。 

 

デスクトップ版では、フルスコアまたはサブスコアのレイアウトを他のスコア、パート、サブスコアにコピーできる新機能

が追加されました。これまでは、任意のパートから別のパートにレイアウトをコピーすることのみが可能でした。 

 

フルスコアまたはサブスコアのレイアウトを他のスコア、パート、サブスコアにコピーするには： 

1 以下のいずれかを行います： 

・ パート > レイアウト > レイアウトをコピー 

・ コマンド検索で「レイアウトをコピー」と検索 

2 表示されるダイアログ・ボックスで、レイアウトのコピー・ソースと貼り付け先を選択します 

 
 

独立した音符間隔 

 

音符間隔をフルスコアと各サブスコアで独立させることができるようになったため、各サブスコアでのレイアウトを完全

に制御することができます。 

 
 

サブスコアに関する全般的な改善点 

リストやダイアログ・ボックスでサブスコアがパート譜と一緒に表示される箇所がいくつかあります。このリリースで

は、便利な順序（サブスコアが一番上で、パート譜がその後に続く）になるようにしました： 

・ ファイル ＞ 情報 

・ ファイル ＞ エクスポート ＞ PDF 

・ パート ＞ 抽出 

・ デスクトップ上の次と前のショートカットを使用する際 

 
 
 
 

 

連符の改善点 

 

連符の読みやすさを向上させ、より一貫性のある外観にするために、次の改善点が加えられました： 

・ 連符の自動括弧がデフォルトでオンになりました 

・ ［連桁グループをリセット］で［隣接した音符から連音符を分離］がデフォルトでオフになりました 
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ダイナミックギター譜の改善点 

 

一方の譜表にあるオブジェクトを、もう一方の譜表に影響を与えることなく移動させることができるようになりました。こ

れまでは、スラーやアーティキュレーション、リズム点などを移動したり、ステムを反転させたり、キュー音符の大きさを

変えたりすると、ダイナミックにリンクしたギター譜にも同じ変更が反映されていました。しかし今では、これらはすべて

独立しています。これらのオブジェクトの位置をリセットするには、［外観］タブまたはコマンド検索から［位置をリセッ

ト］を使用することができます。 

 

譜表間で独立させることができるオブジェクトは、以下の通りです： 

・ 音符のステム方向 

・ 音符のキューサイズ 

・ 音符のアーティキュレーション Y 位置 

・ 音符の符点 X 位置 

・ スラーの反転位置 

・ 音符の括弧 

 
 

スコアとパート間で音符の括弧の差異が発生する可能性があります。 

 

もう一つの重要な改善点は、［表示］タブで［パート内の相違点］チェックボックスにチェックを入れると、ダイナミッ

ク譜間の違いがオレンジ色で表示されるようになったことです。次の例では、スタッカート、キューサイズ、括弧が五線

譜とタブ譜で異なっています： 

 

 
オレンジ色で表示されたダイナミック譜のパート内の相違点 

 
 

以下の例を含む、ダイナミックギター譜とダイナミックパートの関連性を改善しました： 

・ ダイナミックギター譜に音符を入力しても、ギターのダイナミックパートの音符の間隔に問題が生じないようになり

ました 

・ ダイナミック譜の一方を削除すると、もう一方が削除されるという稀に起こる問題が生じないようになりました 

・ パート抽出の信頼性が向上しました 

・ 各譜表にそれぞれ譜表名を追加できるようになり、音符の括弧も独立して指定できるようになりました 

 

また、スラーの形状は五線譜とタブ譜で異なることがあります。 

 
 

ManuScript言語の改善点 

(Sibelius Ultimate のみ) 

 

オーディオのエクスポートに関する改善点があります。詳細は、ManuScript Language Guide.pdf(英語版)をご覧ください。 

https://resources.avid.com/SupportFiles/Sibelius/2023.2/ManuScript_Language_Guide.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Technical Support (USA) Visit the Online Support Center 

www.avid.com/support 

Product Information 

For company and product information, visit us on the web at 

www.avid.com 

 

https://www.avid.com/learn-and-support
https://www.avid.com/
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